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桜川市親水公園（塙世橋付近）

柔剣道場を改築した
矢祭もったいない図書館

夫
婦
共
働
き
を
し
な
く
て
は
生
活
の

安
定
が
見
込
め
な
い
と
い
う
状
況
の

も
と
、
桜
川
市
内
の
全
小
学
校
に
学
童
保

育
を
導
入
す
べ
き
で
は
。

市
長
　
現
在
、
五
つ
の
小
学
校
の
空

き
教
室
を
利
用
し
て
開
設
し
て
い
ま

す
が
、
強
い
要
望
が
あ
れ
ば
そ
の
地
区
を

調
査
し
て
ま
い
り
ま
す
。

※

自
然
と
触
れ
合
う
学
校
ビ
オ
ト
ー
プ

を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長
　
豊
か
な
人
間
育
成
の
場
、

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
場
と
し
て
、

大
変
よ
い
事
業
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

真
壁
地
区
に
計
画
さ
れ
て
い
る
多
目

的
複
合
施
設
事
業
は
、
地
域
住
民
が

多
方
面
に
わ
た
り
活
用
で
き
る
内
容
に
し

て
ほ
し
い
と
思
う
が
。

市
長
　
市
民
も
加
わ
っ
た
検
討
委
員

会
を
設
け
、
町
並
み
に
マ
ッ
チ
し
た

デ
ザ
イ
ン
と
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
場
、
訪
れ
た
人
々
の
情
報
発
信

基
地
と
な
る
よ
う
な
計
画
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

塙
世
橋
付
近
の
桜
川
水
辺
空
間
づ
く

り
事
業
が
完
成
し
た
が
、
今
後
の
活

用
は
。市

長
　
市
民
活
動
の
場
と
し
て
市
民

に
周
知
し
な
が
ら
、
地
域
住
民
と
と

も
に
活
用
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

総
合
運
動
公
園
の
表
示
板
の
改
善
を

総
合
運
動
公
園
の
表
示
板
が
見
に
く

い
。
改
善
し
て
ほ
し
い
。

教
育
次
長
　
色
あ
せ
て
き
た
の
は
事

実
で
す
。
関
係
課
と
調
整
し
て
改
善

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

選
挙
予
定
候
補
者
の
文
書
が
市
の
回

覧
板
に
折
り
込
ま
れ
た

五
月
中
旬
、
市
の
回
覧
板
に
選
挙
予

定
候
補
者
の
文
書
が
折
り
込
ま
れ
て

配
布
さ
れ
た
が
。

市
長
　
誤
解
を
招
く
恐
れ
の
あ
る
行

為
は
、
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

新
し
い
図
書
館
建
設
は
一
〇
億
円
以

上
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、﹁
矢

祭
も
っ
た
い
な
い
図
書
館
﹂
は
三
億
三
〇

〇
〇
万
円
で
つ
く
ら
れ
た
。
蔵
書
六
万
冊

は
全
部
寄
贈
に
よ
る
も
の
で
、
整
理
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
や
っ
た
。
桜
川
市
も
図
書

館
建
設
の
声
が
強
い
。
ぜ
ひ
、
研
究
し
て
図

書
館
開
設
の
道
筋
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

市
長
　
三
地
区
の
公
民
館
の
図
書
館

は
狭
く
、
図
書
館
の
建
設
が
望
ま
れ

て
い
ま
す
。
実
施
に
は
矢
祭
町
の
手
法
を

考
慮
し
ま
す
。

高
齢
者
の
医
療
負
担
が
増
す
後
期

高
齢
者
医
療
制
度

来
年
四
月
か
ら
﹁
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
﹂が
実
施
さ
れ
、
保
険
料
が
七
十

五
歳
以
上
の
方
全
員
か
ら
徴
収
さ
れ
る
。

滞
納
す
る
と
保
険
証
の
取
り
上
げ
も
行
わ

れ
る
。
問
題
が
多
す
ぎ
る
の
で
は
。

市
長
　
高
齢
者
の
医
療
費
が
増
大
す

る
中
、
こ
の
制
度
が
で
き
ま
し
た
。
保

険
料
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

一般質問…
6名の議員が登壇

平
成
18
年
度
桜
川
市
一
般
会

計
補
正
予
算
︵
第
８
号
︶

問
　
岩
瀬
駅
前
の
ま
ち
づ
く
り

の
状
況
は
。

答
　
道
路
、
駅
前
広
場
、
電
線
地

中
化
等
を
進
め
な
が
ら
、
民
間
活

力
に
よ
る
再
活
性
化
を
強
く
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
18
年
度
桜
川
市
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
繰
越
明

許
費
繰
越
計
算
書

問
　
下
水
道
事
業
法
で
は
﹁
家
庭

と
下
水
道
を
三
年
以
内
に
つ
な

ぐ
﹂
と
な
っ
て
い
る
が
、
加
入
状

況
は
。

答
　
な
か
な
か
加
入
が
進
ま
な
い

状
況
で
す
。
今
後
は
啓
蒙
活
動
を

徹
底
し
て
ま
い
り
ま
す
。

桜
川
市
公
共
施
設
の
暴
力
団

排
除
に
関
す
る
条
例

問
　
暴
力
団
を
排
除
す
る
施
設
に

は
、
各
行
政
区
の
会
館
も
含
ま
れ

る
の
か
。

答
　
各
行
政
区
の
施
設
は
市
の
も

の
で
は
な
い
の
で
、
こ
れ
に
準
じ

た
規
則
を
つ
く
っ
て
も
ら
う
よ
う

地
区
の
方
に
お
話
し
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

非
常
勤
特
別
職
の
地
域
格
差

に
つ
い
て

問
　
旧
大
和
地
域
で
は
各
行
政
区

の
公
民
館
分
館
長
に
七
〇
〇
〇

円
、
副
分
館
長
に
三
〇
〇
〇
円
の

報
酬
を
支
払
っ
て
い
る
。
旧
岩

瀬
・
真
壁
地
域
に
は
こ
の
制
度
は

な
い
。
合
併
後
二
年
経
っ
て
い
る

の
だ
か
ら
統
一
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

答
　
旧
大
和
地
域
に
は
分
館
長
十

七
名
、
副
分
館
長
二
十
二
名
が
お

り
、
総
額
一
八
万
五
〇
〇
〇
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け

早
い
時
期
に
旧
岩
瀬
・
真
壁
地
域

に
統
一
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

桜
川
市
桜
井
農
村
運
動
公
園

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例

問
　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
が
使
用

す
る
と
き
も
有
料
な
の
か
。

答
　
市
内
の
小
中
学
校
が
使
用
す

る
と
き
は
全
額
免
除
で
す
。

問
　
何
の
補
助
事
業
で
、
ど
の
く

ら
い
費
用
が
か
か
っ
て
い
る
の

か
。

答
　
農
村
総
合
整
備
事
業
で
七
〇

％
の
補
助
で
す
。
工
事
費
は
約
二

億
一
〇
〇
〇
万
円
で
す
。

平
成
19
年
度
桜
川
市
一
般
会

計
補
正
予
算
︵
第
１
号
︶

問
　
賦
課
徴
税
費
で
臨
時
職
員
二

名
を
計
上
し
て
い
る
が
、
臨
時
職

員
が
滞
納
さ
れ
た
税
金
を
徴
収
す

る
と
い
う
の
は
無
理
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

答
　
税
金
を
納
め
る
誓
約
書
を
出

さ
れ
た
人
の
と
こ
ろ
へ
収
納
に
歩

い
て
も
ら
う
考
え
で
い
ま
す
。

平
成
19
年
度
桜
川
野
外
趣
味

活
動
施
設
特
別
会
計
補
正
予

算
︵
第
１
号
︶

問
　
三
月
に
補
正
し
た
の
に
、
ま

た
赤
字
が
出
た
の
は
な
ぜ
か
。

答
　
一
八
万
円
と
は
い
え
、
歳
入

不
足
が
出
た
の
は
大
変
遺
憾
に

思
っ
て
い
ま
す
。

専決処分の承認を求めることについて

・桜川市税条例の一部を改正する

条例

・平成 18 年度桜川市一般会計補正

予算（第８号）

・平成 18 年度桜川市国民健康保険

特別会計補正予算（第４号）

・平成 18 年度桜川市公共下水道事

業特別会計補正予算（第３号）

・平成 19 年度桜川市野外趣味活動

施設特別会計補正予算（第１号）

平成 18 年度桜川市一般会計継続費

繰越計算書について

平成 18 年度桜川市一般会計繰越明

許費繰越計算書について

平成18年度桜川市国民健康保険特別

会計繰越明許費繰越計算書について

平成 18 年度桜川市公共下水道事業

特別会計繰越明許費繰越計算書につ

いて

平成 18 年度桜川市介護保険特別会

計繰越明許費繰越計算書について

人権擁護委員の推薦につき意見を求

めることについて

（矢部喜三郎氏　大国玉）

（鈴木たけ氏　真壁町長岡）

桜川市公共施設の暴力団排除に関す

る条例

桜川市伝統的建造物群保存地区保存

条例

桜川市桜井農村公園の設置及び管理

に関する条例

桜川市特別職の職員で非常勤のもの

の報酬及び費用弁償に関する条例の

一部を改正する条例

桜川市道路線の廃止について

桜川市道路線の認定について

平成 19 年度桜川市一般会計補正予

算（第１号）

平成 19 年度桜川市老人保健特別会

計補正予算（第１号）

桜川市営県単土地改良事業の施行に

ついて

古川静子 議員

小
学
校
に
学
童
保
育
の
導
入
や

学
校
ビ
オ
ト
ー
プ
の
実
施
を

菊池節子 議員

﹁
矢
祭
も
っ
た
い
な
い
図
書
館
﹂
を

参
考
に
図
書
館
建
設
の
道
筋
を

※ビオトープ…生物の住む空間、場所

慎重審議の結果、すべての議案を承

認・適任・可決としました。

印
が
あ
る
も
の
は
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
記
載
し
て
い
ま
す

　
そ
の
他
の
議
案

　
そ
の
他
の
議
案
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全
21
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

全
21
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
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議 
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審 

議

質
問
者
本
人
が
要
約
し
て
い
ま
す

質
問
者
本
人
が
要
約
し
て
い
ま
す

閉
会
中
も
審
議
し
ま
し
た

閉
会
中
も
審
議
し
ま
し
た

閉
会
中
の
審
議

閉
会
中
の
審
議

富谷山採石場

県道 148 号線（真壁町下谷貝）

ストップ！ 資源ごみと不燃ごみの混入。
資源ごみは地区に還元されています。

桜
川
の
水
源
地
﹁
山
口
区
﹂
に
産
業
廃

棄
物
処
理
施
設
の
建
設
計
画
が
あ
る

と
の
情
報
だ
が
、
市
と
し
て
の
対
応
は
。

市
民
生
活
部
長
　
四
月
二
十
日
ご
ろ
、

業
者
が
山
口
区
長
宅
を
訪
問
、
産
業

廃
棄
物
処
理
施
設
設
置
の
説
明
会
を
開
き

た
い
と
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
そ
う
で
す

が
、
現
時
点
で
は
茨
城
県
廃
棄
物
対
策
課

に
届
け
出
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
事
業
計

画
書
が
提
出
さ
れ
れ
ば
、
地
元
の
意
向
を

尊
重
し
、
地
元
全
員
の
同
意
を
得
る
こ
と

を
許
可
条
件
と
す
る
よ
う
県
及
び
事
業
者

に
伝
え
、
最
善
の
努
力
を
払
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
富
谷
山
採
石
場
に
つ
い
て

富
谷
山
桜
井
産
業
採
石
場
の
動
向
及

び
小
山
寺
の
国
指
定
文
化
財
を
ど
の

よ
う
に
保
護
す
る
の
か
。

経
済
部
長
　
採
取
許
可
は
、
平
成
十

五
年
五
月
七
日
か
ら
二
十
年
五
月
六

日
ま
で
、
桜
井
産
業
が
取
得
し
て
い
ま
す

が
、
十
六
年
十
二
月
一
日
に
五
月
女
生
コ

ン
に
営
業
譲
渡
さ
れ
、
そ
の
直
後
に
五
月

女
興
業
に
経
営
移
譲
さ
れ
て
い
ま
す
。
譲

渡
と
と
も
に
義
務
も
確
実
に
履
行
さ
れ
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
地
下
水
、
粉
じ
ん
、

発
破
等
の
状
況
を
生
活
環
境
課
と
も
確
認

し
、
県
に
報
告
、
適
切
に
処
理
し
て
ま
い
り

ま
す
。市

長
　
小
山
寺
三
重
塔
や
、
ふ
れ
あ

い
公
園
の
自
然
環
境
及
び
周
辺
住
民

の
生
活
環
境
に
悪
影
響
が
な
い
よ
う
パ
ト

ロ
ー
ル
を
強
化
し
て
、
県
に
対
し
て
徹
底

し
た
指
導
を
働
き
か
け
て
ま
い
り
た
い
。

仙波信綱 議員

産
廃
中
間
処
理
場
計
画
へ
の

市
の
対
応
は

二
〇
〇
五
年
度
末
の
総
合
財
政
状
況

で
、
全
国
一
八
二
一
市
町
村
中
、
桜
川

市
は
九
二
一
位
で
、
実
質
公
債
比
率
は
一

四
・
二
％
で
あ
る
。
今
後
、
合
併
特
例
債
事

業
を
行
う
こ
と
で
、
実
質
公
債
比
率
一
四

％
台
を
維
持
で
き
る
の
か
。
一
八
％
を
超

え
地
方
債
許
可
団
体
に
な
ら
な
い
自
信
は

あ
る
の
か
。

総
務
部
長
　
特
例
債
事
業
や
下
水
道

事
業
等
に
よ
り
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
、
一
八
％
は
超
え
な
い
よ
う
努
力
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
企
業
誘
致
に
つ
い
て

将
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
桜
川

市
の
財
源
確
保
の
た
め
に
も
、
ト
ヨ

タ
等
世
界
に
通
用
す
る
有
力
な
企
業
に
市

長
み
ず
か
ら
が
働
き
か
け
て
は
。

市
長
　
昨
年
か
ら
経
済
産
業
省
と
の

結
び
つ
き
が
で
き
、
優
良
企
業
、
特
に

環
境
に
優
し
い
企
業
を
誘
致
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
県
道
一
四
八
号
線
の
名
称
に
つ
い
て

県
道
一
四
八
号
線
︵
東
山
田
岩
瀬
線
︶

は
︵
仮
称
︶
岩
瀬
Ｉ
Ｃ
が
で
き
れ
ば
、

つ
く
ば
益
子
線
に
匹
敵
す
る
幹
線
道
路
に
な

る
。
桜
川
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
石
材
業
と

一
四
八
を
も
じ
り
、﹁
石
屋
︵
い
し
や
︶
街

道
﹂
と
名
づ
け
地
場
産
業
を
Ｐ
Ｒ
し
て
は
。

市
長
　
貴
重
な
意
見
と
し
て
、
県
当

局
に
協
力
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し

ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
つ
く
ば
市
へ
の
ア
ク
セ
ス

・
公
共
施
設
︵
つ
く
し
湖
等
︶
に
お
け
る

　
自
殺
防
止
に
つ
い
て

風野和視 議員

実
質
公
債
比
率
が
一
八
％
を

超
え
な
い
自
信
は
あ
る
か

平
成
十
九
年
第
一
回
定
例
会
の
大
綱

質
疑
で
、
十
九
年
度
基
金
残
高
見
込

額
が
四
〇
億
円
で
あ
る
と
い
う
答
弁
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
直
後
に
発
行
さ
れ
た
議

会
だ
よ
り
に
は
、
十
八
年
度
見
込
み
で
四

三
億
八
〇
〇
〇
万
円
、
十
九
年
度
見
込
み

で
は
三
七
億
六
〇
〇
〇
万
円
と
な
っ
て
い

た
。
そ
の
違
い
は
な
ぜ
か
。

総
務
部
長
　
答
弁
は
一
般
会
計
の
数

字
で
あ
り
、
特
別
会
計
が
入
っ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
違
い
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
十
九
年
度
末
基
金
残
高
は
三
四
億

七
〇
〇
〇
万
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。

ま
と
め
⋯
十
年
後
を
考
え
た
し
っ
か
り

と
し
た
財
政
計
画
を
要
望
し
ま
す
。

　
景
観
条
例
に
つ
い
て

議
会
の
審
議
を
待
た
ず
に
、
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
保
存
条
例
が
新

聞
に
掲
載
さ
れ
、
市
長
は
そ
の
記
事
の
コ

メ
ン
ト
で
、
景
観
条
例
の
策
定
に
つ
い
て

も
触
れ
て
い
る
。
条
例
制
定
に
当
た
っ
て

議
会
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、

議
会
軽
視
で
は
。

市
長
　
議
会
に
は
説
明
不
足
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
、
お
許
し
を
い
た
だ

き
た
い
。

真
壁
の
町
並
み

大塚秀喜 議員

基
金
残
高
見
込
み
が
答
弁
と

議
会
だ
よ
り
で
違
う

農
業
用
水
及
び
水
道
水
は
、
安
全
安
心

の
観
点
か
ら
、
将
来
と
も
に
安
定
し
た

供
給
は
受
け
ら
れ
る
の
か
。
給
水
系
は
。

経
済
部
長
　
霞
ヶ
浦
用
水
・
農
業
水

利
事
業
は
、
三
幹
線
、
八
路
線
の
給
水

系
か
ら
受
水
し
て
お
り
、
農
業
生
産
、
経
営

安
定
化
に
資
し
て
い
る
も
の
と
理
解
し
て

い
ま
す
。

水
道
局
長
　
取
水
源
は
霞
ヶ
浦
で
あ

り
、
企
業
局
の
県
西
水
道
事
務
所
の

浄
水
場
か
ら
受
水
し
て
お
り
ま
す
。

今
、
霞
ヶ
浦
全
域
に
カ
ワ
ヒ
バ
リ
貝

と
い
う
二
枚
貝
が
蔓
延
し
つ
つ
あ
り
、

実
態
調
査
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、

害
を
及
ぼ
す
と
い
う
か
影
響
が
あ
る
そ
う

な
の
で
、
関
係
機
関
と
打
ち
合
わ
せ
し
な

が
ら
安
全
確
認
を
怠
ら
な
い
で
ほ
し
い
。

　
廃
棄
物
処
理
費
及
び
委
託
料
に
つ
い
て

ご
み
の
増
減
と
そ
れ
ぞ
れ
の
委
託
料

に
つ
い
て
、
増
減
に
見
合
っ
た
契
約

は
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

市
民
生

活
部
長

　
桜
川
市
全

体
と
し
て
、

十
八
年
度
実

績
で
可
燃
ご

み
、
資
源
ご

み
は
減
少
し

て
い
ま
す
が
、

不
燃
ご
み
は

増
加
し
て
い
ま
す
。
現
時
点
で
は
委
託
料

の
算
出
は
適
切
と
考
え
て
い
ま
す
。

収
集
運
搬
費
一
億
三
〇
〇
〇
万
、
環

境
セ
ン
タ
ー
の
負
担
金
四
億
八
五
〇

〇
万
あ
り
、
委
託
料
、
特
に
負
担
金
の
削
減

方
法
、
特
に
真
壁
地
区
の
不
燃
ご
み
は
岩

瀬
地
区
の
倍
以
上
あ
る
。
経
費
削
減
を
念

頭
に
お
い
て
考
え
て
ほ
し
い
。

市
民
生
活
部
長
　
他
の
市
町
村
の
事

例
を
見
な
が

ら
、
最
も
ふ
さ
わ
し

い
方
法
を
と
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

川那子秀雄 議員

農
業
用
水
及
び
水
道
水
は

安
定
し
た
供
給
を

平成 18 年度地区別ごみ処理量




